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2018 年 6 月 8 日 

 

株式会社ベネッセホールディングス 

代表取締役社長 安達 保 

 

妊娠・出産・育児情報誌の「たまひよ」創刊 25 周年！ 

25 年前と比較！たまひよ「理想のパパランキング」発表 

2018 年１位は、つるの剛士さん 

 

 株式会社ベネッセホールディングスの子会社、株式会社ベネッセコーポレーション（本社：岡山市、以下：

ベネッセ）の妊娠・出産・育児ブランド「たまひよ」は、妊娠出産情報誌『たまごクラブ』、育児情報誌『ひ

よこクラブ』の創刊 25 周年を記念して、25 年ぶりに「理想のパパランキング」を発表します。25 年前のラ

ンキング 1 位は中村雅俊さんでしたが、今回はタレントのつるの剛士さんが１位に選ばれました。 

創刊当時、流行語「たまひよ族」を生みだした「たまひよ」は、ママの口コミが集まる「お砂場」雑誌とし

て一世を風靡しました。現在「たまひよ」は、雑誌だけでなく、アプリ、ＷＥＢ、通信販売、写真スタジオな

ど妊娠・出産・育児の総合メディア・サービスブランドに進化し、今年は 25 周年を機にブランドロゴやキャ

ラクターを刷新しました。 

25 年前からの大きな環境変化の 1 つに、パパの育児進出があります。以前と比べ、育児の喜びや辛さを一

緒に体験しようという当事者意識の高いパパが増えています。また、ママの意識も「パパに手伝ってもらう」

から「パパと一緒にやる」に変化しています。ランキングはそんな世相も反映し、実生活で育児や家事に取

り組む姿を SNS で発信するタレントのつるの剛士さんが１位になりました。つるの剛士さんを選んだ方から

は「ブログに載っている手作り弁当がすごい」「家族を大事にしているのが伝わってくる」など、リアルなパ

パの姿に共感するコメントが多く寄せられています。また、今回の調査では「理想のパパは特にいない」「う

ちのパパが理想」という回答も多く見られ、多様性や個人の価値観重視と言われる時代を反映していること

も特徴となっています。「たまひよ」では、時代の変化をとらえながら 25 周年を節目にママ、パパ、社会全

体で、赤ちゃんを育むことを応援する取り組みにより一層、力を入れていきます。 

 
理想のパパランキング（2018 年と 1993 年比較） 

 
SNS 世代にはリアルな
イクメンが人気！ 
2018 年ランキングでは、SNS で

5 児の父の育児ライフを発信し

ているつるの剛士さんが、圧倒

的な人気で 1 位を獲得しました。

25 年前のランキングでは CＭや

役柄の影響の強い方が上位にラ

ンクインしています。1993 年に

1 位だった中村雅俊さんは、当時

4 人のお子さんをもつ二枚目俳

優として人気でした。現在は

NHK のドラマで初の祖父役を演

じられています。 

（敬称略） 

順位 2018 年 1993 年 

1 つるの 剛士 中村 雅俊 

2 藤本 敏史(FUJIWARA） 藤井 フミヤ 

3 井ノ原 快彦（V6） 布施 博 

4 谷原 章介 明石家 さんま 

5 市川 海老蔵 所 ジョージ 

6 杉浦 太陽 真田 広之 

7 山根 良顕（アンガールズ） 田代 まさし 

8 向井 理 柴田 恭兵 

9 内村 光良（ウッチャンナンチャン） 清水 国明 

10 関根 勤 そのまんま 東 
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●理想のパパランキング１位！ つるの剛士さん受賞コメント 
「理想のパパに選んでいただいてうれしいです。実際のところは奥さんに

聞いてください（笑）。中 3 から 2 歳まで子ども 5 人の子の育児休暇を取り

ましたが、第１子のとき、デパートでおむつ替えしているパパは、僕ぐらい

で「かっこいいだろ」って思っていました。今、末っ子の時代になって、パ

パのおむつ替えしている姿や、抱っこひも姿が増えましたね。イクメンなん

て言葉がいらなくなって、もっと当たり前になっていくといいなと思いま

す」（つるのさんのインタビューは『たまごクラブ』・『ひよこクラブ』7 月号と 25 周年

特設サイトに動画とともに掲載。https://st.benesse.ne.jp/25th/）  

 

 

●「パパの家庭参加は当たり前」の時代へ 

うちのパパは何点？（1993 年と 2018 年比較） 

 

この調査ではママがパパの家庭参加について 100 点満点で点数評価し、同時にパパ自身も自己評価で点数を

つけるものです。総合得点の結果を 25 年前と比較すると、ママからのパパへの評価は下がる一方、パパの自

己評価は大幅アップしていることがわかります。また、育児参加度では、期待値とのギャップからか、ママ、

パパ双方の得点が 25 年前より下がったことがわかりました。 

※「理想のパパランキング」「うちのパパは何点？」調査概要 

調査方法 1993 年：1993 年 11 月ひよこクラブ調べ ひよこクラブ読者 1000 名、2018 年：2018 年 5 月 1～2 日インターネ

ット調査、全国の生後０カ月～1 才 11 カ月の子どもを持つママ 516 名 

 

●たまひよ両編集長が語る、ママ・パパの育児家事への意識変化 
「たまごクラブ」編集長 小山田 明代 

25 年前は”家族の話”を公の場で語る男性が、今よりずっと少なかった時代。でも今は、男性が SNS などでリアル

な子育てを発信することも珍しくありません。ランキングを見ると、「有名人でも、子育ての悩みや苦労は私たち

と同じ！」と、普段の様子が垣間見える方がママの支持を得ていると思います。子だくさん、シングルファーザー

といった、子育ての大変さが想像される有名人が多かったことも特徴ですね。家事参加度の評価が上がっているこ

とからは、共働き増加でパパの負担が増えたこともうかがえます。育児参加度に関してママの評価が辛口なのは、

ほかのパパと自分の夫を比べて厳しくなっているのかも。私も出産したばかりなので、パパに期待するママたちの

気持ちがわかります（笑）。 

 

「ひよこクラブ」編集長 仲村 教子 

25 年前と比較して、ママの総合得点評価が下がっているのは、「パパもやって当たり前」の意識の変化が要因だと

思います。昔は、抱っこひも姿のパパを見かけることはあまりなく、少しでも育児をやれば OK と点数が甘かった

のかもしれません。今はベビーカーも、抱っこひももユニセックスなデザインが主流ですし、編集部にも「ママを

主語にしないでほしい。僕も読んでいます」というパパの声を頂く時代になりました。家庭科男女共修世代のパパ

たちが主流になったことも要因だと思います。一方で、育児に参加したくてもできない夫をもつママは、周囲と比

較して孤独感を増している面もあります。また、ひとり親や、ステップファミリーなどの家族形態の変化など、こ

の 25 年で育児は非常に多様性を増しました。メディアとして、基本情報以外のさまざまな新しい情報が求められ

る時代になったと感じています。 
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『たまごクラブ』『ひよこクラブ』について 

25 年間ママのリアルな口コミや、専門家の情報をママ目線で伝え続け、圧倒的な信頼、共感を寄せられるメ

ディアとして地位を確立してきました。現在はブランドメッセージに「Enjoy 1000 days」を掲げ、雑誌だ

けでなく多種類の事業全体で赤ちゃん期を楽しむことを提案しています。 

 

■ご参考 

・25 周年を機にブランドロゴ、メインキャラクターが新しくなります 

 

 

 

 

 

新しいロゴには 3 つの特徴があります。1 つめは、ママだけではなく、家族、社会全体で出産・育児をする

世界をめざしたいという願いを込めて、文字の色を赤からニュートラルな色に変えています。2 つめは、赤

ちゃん期を楽しんでほしい、リラックスしてほしいという思いを込め、文字にまるみとゆとりをもたせまし

た。3 つめは、赤ちゃんの無限大の可能性を表現するため、キャラクターをインフィニティマーク（∞）を

モチーフとしたデザインに変更しています。新しいロゴとともにママ・パパとその家族をより一層応援して

いきます。 

 

・たまひよ 25 周年アンバサダー 長友佑都選手の CM オンエア    

 

第 1 子が生まれ、パパとなったサッカー長友佑都選手を 25 周年

アンバサダーに迎え、たまひよデビューCM を 6 月 15 日よりオ

ンエアします。WEB サイトや公式 SNS でも配信します。 

 

 

 

 

 

 

・創刊 25 周年記念 ママ＆パパのたまひよデビューを応援するキャンペーン実施 

 

 

 

 

 

＜キャンペーン一覧＞ 

① 『＃たまひよデビュー』投稿募集 

妊娠・出産・育児に関する家族のあるあるエピソードを写真、動画、イラストにて募集します。応募作品の

中から選ばれた方には商品券 5000 円分など副賞をご用意。https://st.benesse.ne.jp/debut/ 

 

② わたしのたまひよデビュー動画連載 

サッカー長友選手、ぺこ＆りゅうちぇるさん、新妻聖子さんに続き、理想パパ第 1 位のつるの剛士さんが登

場します！ https://st.benesse.ne.jp/25th/ 

 

③ 25 周年特設 LINE＠アカウントオープン記念 ハワイ旅行や人気家電など豪華プレゼント 

6 月 15 日にスタートする、たまひよ 25 周年 LINE アカウントでは毎月限定のプレゼントキャンペーンを実

https://st.benesse.ne.jp/debut/
https://st.benesse.ne.jp/25th/
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施。ハワイ旅行や人気家電などもりだくさんでお待ちしています。LINEID「@tamahiyo25」で検索してく

ださい。 

 

そのほか、たまひよの写真スタジオや通販では周年記念割引キャンペーンを、たまひよ NET やアプリでは

プレゼントキャンペーンを実施します。詳しくは 25 周年特設サイトへ https://st.benesse.ne.jp/25th/ 

 

■「たまひよ」事業ご紹介（https://st.benesse.ne.jp） 

妊娠・出産・育児ブランド「たまひよ」は、ブランドスローガン「Enjoy 1000 days」のもと、母親とその

家族が前向きに子育てのスタート時期を楽しむためのコンテンツを提供しています。雑誌・書籍のほか、

「たまひよ」「たまひよ net」等の WEB サービス、「まいにちのたまごクラブ」等のアプリ、通販事業、写

真スタジオ、イベント等、妊娠・出産・育児における情報やサービスを幅広く展開しています。 

 

 

たまごクラブ       ひよこクラブ        初めてのたまごクラブ     ビズマム 

  

ひよこクラブ７月号初めてのたまごクラブ２０１８夏号 

 

 

LINE アカウントメディア 

「たまひよ ONLINE」 

 

「たまひよ」では妊娠してから 2 才になるまでの約 1000 日間を赤ちゃ

ん期と位置づけ、かけがえのない時間を楽しむことを提案しています 

「たまひよ」ブランドスローガン 

ア プ リ 「 ま い に ち の た ま ご ク ラ ブ 」   

「まいにちのひよこクラブ」 

https://st.benesse.ne.jp/25th/
https://st.benesse.ne.jp/

